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●公共バスの土日運行の現状維持 

Ｑ． 

関東から当地に移住しました。移住以前より関東で仕事をしており、移住後も引き続き

月 1～2度行っており現在に至っております。 

水曜の朝、バスで新発田駅へ出ます。戻りは日曜、新発田駅発のバスを常としておりま

す。ところが最近になりまして、”回覧板”で「五十公野・米倉・小戸・赤谷地区公共交通

検討会議だより＜第 3 号＞」を目にし、関心を深めました。来春から運行される。土日の

運行は無しという話に愕然としました。 

田舎へ行けば行くほど鉄道、バスといった交通に対する安心感は大なるものがあると思

います。年配者は特にそう感ずると思います。”もし、身体に不具合が生じ、街の医者へ通

うバス、日頃の買い出し、急な街への用事”等々、あの交通が有るから安心して高齢者も

里山での生活が送られる。また、外からの旅行者も当然土日のバスが有るから安心して行

ける、など、安心感を得られるのが公共交通であり、交通文化ではないでしょうか。 

国内外ともに SⅮGｓをかかげ、取り残されない世界観が広がっています。利用者への意

見聴取もなく、土日の運行をゼロに切り捨てるというのは、いかにも乱暴であり、市長様

には似つかないものと思います。今までどおり土、日曜のバス運行は何らかの方法でも続

けるべきものと、ここに上申いたします。 

（令和 4年 8月受付） 

 

 

Ａ． 

 当市に移住の上、定期的に路線バスを御利用いただいておりますことに感謝申し上げま

す。公共バスの土日運行の現状維持、という御要望についてお答えいたします。 

 当市のみならず、近年の地方における公共交通施策においては、人口減少に伴う利用者

の減少により、バス運行に係る地方公共団体の財源負担が増加し、バス路線維持が大きな

課題となっています。そのような中、当市では、「持続性」を最重要視点に置き、令和３年

１月に今後の公共交通整備方針を定め、現在、年次計画に基づき公共交通の整備を進めて

おります。 

 ご利用いただいております六軒町線は、その方針に基づき、これまでの利用状況を踏ま

えた便数の見直し、また、今まで公共交通が通っていなかった複数の地域も新たにカバー

する計画として、今年４月から五十公野地区、米倉地区、赤谷地区、小戸地区の区長の皆

様や、相談役として地元市議会議員の皆様にもご参画いただき、令和５年４月中の運行開

始を目標として検討を進めております。 

 その中でも、地域の要望は、現状を調査し、必要性をしっかりと分析した上で、可能な

限り取り入れることとしており、山内地区でも、利用者が多い集落内の道路を運行するル

ートに変更し、停留所との距離を近くすることで、高齢者にとって優しい運行を実現する

計画としております。御要望の土日運行に関しましては、皆さまに安心して生活していた

だくため、運行を維持したいという想いは同じであります。しかしながら現在の六軒町線

の土日の利用状況が数年間に渡り平均１便１人未満の利用状況であることから、健全財政
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を担う者として、土日運行を維持することは、現時点で難しい状況でありますことを、何

卒、御理解くださるようお願い申し上げます。 

 令和５年４月に運行開始する形が決して未来永劫そのままではなく、今後も利用者の要

望や利用状況調査を踏まえながら改善を重ねることで、未来へ持続できる公共交通施策の

推進を図ってまいりたいと考えております。  

（令和 4年 8月 25日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


